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そ
の
中
に
「
恒こ

う

信し
ん

社し
ゃ

」
が
あ
っ
た
。
南
進
論

の
旗
振
り
役
、
榎え

の

本も
と

武た
け

揚あ
き

の
肝き

も

煎い

り
で
、
仙
台

藩
の
儒
者
だ
っ
た
横よ

こ

尾お

東と
う

作さ
く

が
起
こ
し
た
。
そ

の
支
配
人
が
青あ

お

柳や
ぎ

徳と
く

四し

郎ろ
う

。
昭
和
45
年
、
徳
四

郎
の
詳
細
な
航
海
日
記
が
白
河
市
白
坂
の
旧
家

の
土
蔵
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
見
つ
け
た
の
は
ひ

孫
の
幸こ

う

治じ

さ
ん
。「
今
に
も
崩
れ
そ
う
な
蔵
…
押

入
れ
の
奥
の
方
に
道ど

う

中ち
ゅ
う

行こ
う

李り

が
あ
り
…
日
記
、

手
紙
、
メ
モ
帳
が
出
て
き
た
…
読
ん
で
い
る
う

ち
に
徳
四
郎
が
後
世
に
残
し
て
く
れ
と
い
っ
て

い
る
よ
う
で
…
」。
昭
和
56
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
青
柳
徳
四
郎
交
易
日
記
』
は
、
草
創
期
の
南

洋
貿
易
を
知
る
最
高
級
の
資
料
に
な
っ
た
。

　
徳
四
郎
は
１
８
６
０
年
、
奥お

う

州し
ゅ
う

街
道
の
宿
場

町
・
白
坂
で
商
業
を
営
む
家
に
生
ま
れ
た
。
繭

の
売
買
で
東
京
、
横
浜
に
行
く
よ
う
に
な
り
、

英
語
を
学
ぶ
。
白
河
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
で

洗
礼
を
受
け
る
。
多
く
の
宿
場
町
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
国
道
が
で
き
鉄
道
が
開
通
す

る
と
、
白
坂
宿
は
往
時
の
勢
い
を
失
っ
た
。

　

明
治
19
年
、
単
身
上
京
し
恒
信
社
に
入
る
。

小
さ
な
70
ｔ
の
帆
船
「
懐か

い

遠え
ん

丸ま
る

」
で
南
洋
貿
易

が
始
ま
っ
た
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
23
年
12
月
末
、

横
浜
を
出
航
。
31
日
小
笠
原
で
薪
水
等
を
補
給
。

そ
こ
か
ら
カ
ロ
リ
ン
諸
島
に
向
か
う
。

　
《
24
年
１
月
13
日
、
サ
イ
パ
ン
島
に
投と

う

錨び
ょ
う

。

学
校
あ
り
…
耶や

蘇そ

教
会
堂
あ
り
。
西
洋
料
理
頗す

こ
ぶ

る
美お

味い

し
い
。
此こ

の

島
の
物
資
は
非
常
に
高
価
…

商
業
上
有
益
で
は
な
い
》
と
す
る
一
方
《
植
民

の
一
地
と
し
て
は
有
益
だ
ろ
う
か
》
と
記
す
。

　
日
本
は
明
治
以
降
、
２
つ
の
対
外
政
策
が
唱

え
ら
れ
て
き
た
。
東
南
ア
ジ
ア
・
南
洋
と
の
結

び
つ
き
は
必
然
で
あ
り
、
石
油
等
の
天
然
資
源

を
確
保
し
よ
う
と
す
る
南
進
論
。
朝
鮮
・
満ま

ん

蒙も
う

か
ら
シ
ベ
リ
ア
方
面
に
拡
張
し
よ
う
と
す
る
北

進
論
。
太
平
洋
戦
争
前
、
両
論
が
対
立
。
結
局
、

南
進
論
を
と
り
英
米
と
衝
突
す
る
。
明
治
20
年

前
後
は
南
進
論
が
噴
出
し
た
頃
。
そ
れ
は
交
易

を
通
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
や
移
住
の
可
能

性
を
探
る
、
平
和
的
な
経
済
進
出
だ
っ
た
。

　
日
本
人
に
は
、
南
洋
諸
島
は
〝
宝
の
山
〞
に

見
え
た
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
憧
れ
。
夢
が
膨

ら
む
。
明
治
９
年
小お

笠が
さ

原わ
ら

諸
島
を
領
有
。
南
に

は
サ
イ
パ
ン
、
グ
ア
ム
な
ど
の
マ
リ
ア
ナ
諸
島
。

そ
の
南
に
は
パ
ラ
オ
諸
島
。
東
へ
向
か
う
と
ト

ラ
ッ
ク
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
島
々
が
広
が
る
。
だ

が
一
方
で
は
常
に
リ
ス
ク
と
隣
合
わ
せ
。
小
船

で
の
３
千
㎞ 
に
及
ぶ
大
航
海
、
島
々
の
治
安
や

ト
ラ
ブ
ル
。
熱
帯
気
候
に
よ
る
病
気
…
。

　
明
治
20
年
、
わ
ず
か
45
ｔ
の
帆
船
で
南
洋
貿

易
を
し
た
者
が
い
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
多

く
の
貿
易
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
だ
が
日
本
の

経
済
力
は
ま
だ
弱
く
、
技
術
力
も
低
い
。
い
ず

れ
も
ミ
ニ
商
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も

ロ
マ
ン
を
求
め
、
大
海
原
に
乗
り
出
し
た
。

　
《
翌
14
日
、
グ
ア
ム
島
ア
プ
ラ
港
に
寄
航
…

西ス

ペ

イ

ン

班
牙
国
汽
船
一
艘そ

う

入
港
…
マ
ニ
ラ
よ
り
来

た
れ
り
》。
当
時
グ
ア
ム
は
ス
ペ
イ
ン
の
統
治

下
に
あ
っ
た
。
後
の
報
告
書
で
は
「
人
口
は

約
一
万
を
有
す
る
大
島
な
り
…
産
出
物
は
コ
プ

ラ
（
椰や

子し

の
実
か
ら
採
れ
る
石せ

っ

鹼け
ん

等
の
原
料
）、

珈コ
ー
ヒ
ー琲
、
カ
カ
オ
な
ど
」。
だ
が
、
す
で
に
西
洋

系
商
人
が
お
り
、
取
引
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。

　
徳
四
郎
ら
は
果
敢
に
ト
ラ
ッ
ク
、
パ
ラ
オ
な

ど
を
回
る
。
マ
ッ
チ
や
ラ
ン
プ
、
綿
、
巻ま

き

煙た
ば
こ草
、

笠か
さ

な
ど
を
売
る
。
買
っ
た
の
は
真
珠
貝
、
鼈べ

っ

　こ
う甲
、

海い
り
こ参
、
椰
子
の
実
な
ど
。《
２
月
５
日
に
は
宣
教

師
を
介
し
て
、
乗
組
員
２
人
の
常
駐
、
同
島
物

産
の
一
手
販
売
等
を
現
地
酋し

ゅ
う

長ち
ょ
う

と
合
意
し
た
》。

日
本
に
戻
っ
た
の
は
24
年
８
月
半
ば
。

　
詳
細
な
意
見
書
を
会
社
に
提
出
し
《
９
月
23

日
早
朝
、
上
野
を
発た

ち
豊と

よ

原は
ら

で
下
車
。
20
人
ほ

ど
の
人
た
ち
に
迎
え
ら
れ
た
。
祖
母
、
母
、
妻

子
の
喜
顔
に
無
量
の
満
悦
を
覚
え
る
。
25
日
観か

ん

音の
ん

寺じ

で
70
人
ほ
ど
の
祝
宴
が
開
か
れ
た
》。
徳

四
郎
は
若
く
し
て
故
郷
に
錦
を
飾
っ
た
。

24
年
11
月
、
マ
リ
ア
ナ
か
ら
パ
ラ
オ
へ
向
か

う
。
ヤ
ッ
プ
島
か
ら
妻
へ
の
手
紙
に
は
《
此こ

所こ

は
年
中
冬
と
い
う
も
の
は
な
く
…
実
に
極
楽
で

あ
る
。
帰
国
は
３
月
末
か
４
月
始
め
…
》。
だ

が
そ
れ
は
叶か

な

わ
な
か
っ
た
。
25
年
２
月
３
日
、

パ
ラ
オ
停
泊
中
の
マ
ニ
ラ
船
に
向
か
う
途
中
、

台
風
で
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
溺
死
。
遺
品
に
は
膨

大
な
歴
史
地
理
な
ど
の
専
門
書
が
あ
っ
た
。
徳

四
郎
は
南
洋
貿
易
の
道
を
拓ひ

ら

い
た
英
傑
だ
っ
た
。

「
白
河
が
生
ん
だ

　
　
　
　
南
洋
交
易
の
開
拓
者
」

市長の手控え帖
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